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準備する力
～2025区民駅伝を通して～

【２月３日(月)朝礼の話より一部改変】

校長 武井 勝久
年明け早々の１月１２日（日）に、夢の島陸上

競技場で、江東区民駅伝が開催されました。私は、
区内の中学校の校長先生方と５人でチームを組み
一般の部に参加しました。自分たちも参加してい
た陸上部の皆さん（それぞれの部で女子１位、男
子２位の活躍）に応援してもらったり、卒業生が

プレゼン資料１（表題） 「深川三中ＯＢチーム」として、一般の部で２位
に入ったりと、楽しく半日を過ごさせてもらいました。
さて、駅伝とはいえ個人としては５キロ走になるわけですが、自身の走りを振り返ってみると、５

キロを２７分３７秒というのは、タイムとしては自分にとって悪くはないのですが、１キロ過ぎから
脚が重く、呼吸も苦しく感じられ、後半は右太
ももに痛みが出るなど、たすきをつなぐのが精
一杯という状況でした。昨年もこの大会には出
ており、そのときには、速く入りすぎたペース
を戻し、粘りながら後半速度を上げていく走り
ができて、気持ちよくたすきをつなぐことがで
きていました。
年間を通していくつかの長距離走の大会に出

るために、月間最低１００キロを目標に練習に
取り組んでいます。ところが体調を崩したり、
脚を痛めたりと思うように走れないときもあり
ます。昨年と今年の大会の結果と直前の６ヶ月の 資料１（５キロ走の記録と大会前６ヶ月の走行距離）
走行距離を照らし合わせると、はっきりと相関していることが分かります。（資料１）このことから、
当日の結果は、どれだけ事前の準備がしっかりとできたかに左右される、言い換えれば、前日までの

準備でやる前から結果はほぼ決まっていると言っても、過
言ではないと改めて思いました。
これは、長距離走に限ったことではないと思います。３

年生は進路を決める大切な入学試験に臨んでいるわけです
が、それに向けて定期考査への取組、志望校の決定、過去
の入試問題へのチャレンジ等準備を重ねてきました。１、
２年生も定期考査に向けて、集中して授業を受け、計画的
に試験勉強を行い、当日に臨んだはずです。部活動でも大
会や発表会に向けて、日々の練習を積み上げ、作戦や演技
計画を立てて本番を迎えたことでしょう。どのようなこと
に関しても事前にしっかりと準備ができていなくて、結果
だけがいいということはなかったはずです。つまり、良い
結果を得るためには、しっかりと準備する力が大変重要だ

資料２ ということです。
この準備をする力、自分が求めている結果を得るために、必要な準備ができるという能力は、義務

教育を卒業した後も、皆さん自身を助けてくれます。例えば、高校に行って大学を目指すとします。
そのときに今回の高校受験で思うような結果が出せなかった人でも、その反省を生かし、早くから準
備を行い、計画的に学習すれば、大学受験では望んだ結果を出
せるでしょう。逆に高校受験で成功した人でも、大学受験を甘
く考えしっかりと準備ができなければ、残念な結果になるかも
しれません。就職に向けても同じことがいえます。社会に出て
も同じです。一つ一つの仕事に対して、しっかりと準備ができ
る人は、成果を残せます。失敗しても、それを次の準備に活か
せる人も、結果を出せるようになるでしょう。（資料３）いつ
までも、しっかりと準備ができるようにならなければ、何度繰
り返しても、望んだ結果は手に入らないのです。
様々な機会をとらえて、自分が望む結果を手に入れるために、

しっかりと準備する力を養っていってほしいと思います。 資料３


